
　

甲
賀
市
は
、
滋
賀
県
内
一
の
生
産
量
を

誇
る
茶
の
産
地
で
、
と
く
に
「
土
山
茶
」
と

「
朝
宮
茶
」
は
名
高
く
、
製
茶
は
甲
賀
を

代
表
す
る
地
場
産
業
と
な
って
い
ま
す
。

　

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
青
々
と
し
た
新

芽
が
美
し
い
茶
畑
で
は
、
茶ち

ゃ

摘つ

み
に
大
忙
し

の
時
期
と
な
り
ま
す
。
お
茶
は
、
芽
の
成
長

に
よ
っ
て
も
品
質
が
左
右
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

収
穫
や
製
造
に
は
短
期
間
で
多
く
の
労
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
機
械
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
手
作
業
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
茶
摘
み
の
時
期
に
は
近
隣
か
ら

臨
時
に
多
く
の
人
が
雇
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

摘
み
取
っ
た
茶
の
芽
を
煎
茶
に
仕
上
げ
る
茶

揉も

み
は
焙ほ

い

炉ろ

し師
と
い
う
特
別
な
技
術
を
持
っ

た
職
人
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
５（
1
8
7
2
）
年
に
作
成
さ
れ
た
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
出

品
す
る
物
産
調
査
報
告
書
の
中
に
は
、
甲
賀

郡
の
特
産
と
し
て
茶
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
当
時
の
製
茶
の
手
順
や
使
用
し
た

道
具
が
描
か
れ
、
多
く
の
人
々
が
製
茶
に
携

わ
っ
て
い
た
様
子
、
ま
た
使
わ
れ
て
い
た
数
多

く
の
製
茶
道
具
類
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

甲
賀
が
伝
統
的
な
茶
所
で
あ
る
こ
と
を
反

映
し
、
か
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
製
茶
道
具
が

近
年
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
道
具
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

手
作
業
か
ら
の
技
術
改
良
を
重
ね
て
き
た

先
人
の
努
力
が
し
の
ば
れ
る
、
こ
れ
ら
の
道

具
類
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
甲
賀
の
製
茶

業
の
礎

い
し
ず
えに
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

新
収
蔵
品
展
─
甲
賀
の
製
茶
道
具
─

開
催
中

【
期　
　

間
】
11
月
13
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（
日
）
ま
で

※
月
・
火
、
11
月
6
日
（
日
）
休
館

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時

【
場　
　

所
】
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館�
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第
2
展
示
室

【
観
覧
料
】
無
料

▲製茶道具
〔いずれも「製茶説」（国立国会図書館蔵）より〕

▲茶揉み

「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka
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甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 34 1704 41 116
前年比 0 ▲9 9 40

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （6月末現在）

『
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
』

　

日
本
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
地
震
、
台

風
、
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、

各
地
で
多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
に
も
、
熊
本
県
を
中
心
と
す
る

熊
本
地
震
が
発
生
し
、
69
人
の
方
々
が

亡
く
な
る
と
と
も
に
、
6
，0
0
0
人
を

超
え
る
人
々
が
今
な
お
避
難
所
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
震
に
関
し
て
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
と
い
っ

た
大
規
模
地
震
の
切
迫
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、一人
ひ
と

り
が
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て

的
確
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

各
地
域
等
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
、
こ
れ
ら
の
訓
練
を
と

お
し
て
避
難
や
初
期
消
火
、
応
急
救
護

な
ど
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
様
々
な

対
応
方
法
を
身
に
つ
け
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
の
茶
づ
く
り

  

甲
賀
の
文
化
財

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６‐１
０
５
６
／

６
６‐１
０
６
７

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３‐７
９
３
０
／

６
３‐７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

もっとゆたかに　～ヘイトスピーチ、許さない～

ヘイトスピーチ解消のための
法律が施行されました！
　「本邦外出身者に対する不
当な差別的言動の解消に向け
た取組の推進に関する法律」
が、本年６月３日から施行され
ました。
　詳しくは、法務省のホーム
ページをご覧ください。
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

STOP！HATE SPEECH
　近年、特定の民族や国籍の人々を排

はいせき

斥する差別的な言動がいわゆるヘイトスピーチとして社会的関心を集めていま
す。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての尊厳を傷つけ、差別意識を生じさせる
ことになりかねません。一人ひとりの人権が尊重され、豊かで安心できる成熟した社会の実現をめざす上で、ヘイトス
ピーチは許されるものではありません。
　２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定し、外国人と接する機会は、今後ますます増加することが
予想されます。民族や国籍等の違いを越え、互いの人権を尊重し合う社会を共に築きましょう。

多文化共生社会の実現をめざして
　ヘイトスピーチの他にも、外国人であることを理由に、アパート
への入居や公衆浴場での入浴を拒否されたり、理容店において外
国人であることを理由に理容サービスの提供を拒否されるといった
事案が生じています。
　市では、「お互いの違いや良さを認め合い、ともに新しい市民文
化を創造するまちづくり」を基本理念として、市民との協働による住
みやすさナンバーワンの多文化共生社会の実現をめざしています。
　外国人に対する偏見や差別をなくしていくため、市民の皆様も、
文化等の多様性を認め、外国人の生活習慣等を理解・尊重するとと
もに、お互いの人権に配慮した行動をとるようにしましょう。

人権推進課　人権教育室　
☎７０‐００２２／ ７０‐３０１６

担当
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